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音　楽　科

感受から表現の工夫，そして歌唱表現へとつながる授業づくり

一
歌唱曲「Let’s　search　for　tomorrow」を通して一

向　井　さ　ゆ　り

1　はじめに

　学習指導要領の改訂から2年が経過しようとし

ている。音楽科で新設された〔共通事項〕も，授

業の中で整理しつつ指導の柱となったり基礎的な

知識として題材を貫いたりする役割が定着しつつ

ある。

　その中で，子どもが初めての曲に出会い，その

曲の雰囲気をおおまかに感じとり「○○○な感じ

の曲」ととらえること（感受）はできるが，その

ように感じるのは曲のどこからなのか，なぜそう

感じるのかという音楽的な要素を根拠にしたもの

までには至っていないことが多い。言い換えれば，

音楽的な要素を整理された〔共通事項〕が，子ど

もたちには学習の道具として定着するまでには

至っていないのではないかと考える。

　また，筆者がこれまでの授業をふり返ってみる

と，指導者の解釈による表現の工夫を子どもたち

に教え，表現技能を習得させる，という教師主導

の授業を行うことが多い。このことから，音楽科

の授業において何を思考・判断させるのか，また

それらと技能の習得との関連をどのように図って

いくとよいのかという課題を感じていた。そうし

た中，中教審答申において「感性を高め，思考・

判断し，表現する一連のプロセスを働かせる力の

育成」　「音楽を表現する技能と鑑賞する能力の育

成においては，音や音楽を知覚し，感性を働かせ

て感じ取ることを重視すること」1）と音楽科の課

題が示された。それを受けて，学習指導要領音楽

編の音楽科改定の趣旨（i）改定の基本方針では，

「音楽のよさや楽しさを感じるとともに，思いや

意図をもって表現したり味わって聴いたりする力

を育成すること」　「表現と鑑賞の支えとなる指導

内容を〔共通事項〕として示し，音や音楽を知覚

し，そのよさや特質を感じ取り，思考・判断する

カの育成を一層重視する」2）と述べられている。

また第5学年及び第6学年のA表現（1）イでは，

「歌詞の内容や，曲想を生かした表現を工夫し，

思いや意図をもって歌うこと」3）と示されている。

これらのことから，子どもたちが，音楽に対して

興味・関心をもち，知覚・感受したことを思いや

意図をもって表現できるようにしていく指導が，

今求められていると考えた。

2　研究の構想

（1）感受から表現の工夫へつなげるために

　表現の工夫を音楽的な要素を根拠に考え，それ

を実際に表現できるようになることが思いや意図

をもった表現技能の習得となると考える。そのた

めに，まず，曲全体から受ける雰囲気，部分的な

ところから受ける雰囲気など，曲から感じ取った

もの（感受）を大事にし，感受したことを楽譜や

歌詞に照らし合わせ，その根拠を音楽的な要素に

求めていけるようにしていく。そこから，　「この

ように歌ってみるとどうだろう。」という表現の

工夫へとつながるようにしていく。本研究では特

に，楽譜に表記されている強弱記号と繰り返され

る旋律や歌詞とのかかわり合いに着目させ，それ

らを生かした表現の工夫が考えられるようにする。

（2）考えた工夫を歌唱表現へつなげるために

　考えた表現の工夫が思いや意図をもった歌唱表

現できるようにするために，自分たちの歌唱を録

音し再生して聴く活動を取り入れる。歌ってすぐ
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の歌声を聴くことで，情意面（意欲的に取り組め

ているか）と実際の歌声のかかわりに気づいたり，

客観的に自分たちの歌声を聴くことで，イメージ

している歌声と比較したりすることができる。そ

のため，改善点が分かりやすくなると考える。ま

た，録音を残していくことで，前回の歌声，また

は，最初の頃の歌声と比較して聴くことができる。

改善を重ねていくことで，考えた工夫を生かした

表現ができるようになると考える。

3　実践例

（1）題材

　「曲想を感じて」

（2）授業実施学年及び人数

　　第5学年，38名

（3）実施時期

　　平成24年11月～12月

（4）題材について

　本題材では，歌詞の内容や曲想を生かして表現

を工夫し，思いや意図をもって歌うことができる

ようになることをねらいとしている。そのために，

範唱や歌詞の朗読を通して曲に対するイメージを

もたせる。そのイメージと音楽とを結びつけるた

めに，楽譜に記された演奏記号に着目させ，記号

の意図するところを音楽の要素や仕組みを手がか

りに考えさせる。この学びの過程が表現の工夫を

考える活動であり，表現を豊かにする方法を習得

できる活動と考える。また，考えた工夫をもとに，

思いや意図をもった歌い方ができるようになるこ

とで，より豊かな表現になったり，歌うことの楽

しさを味わったりすることができると考える。そ

こで，教材曲「Let’s　search　for　tomorrow」を取

り上げる。この曲は，曲想の変化が感じ取りやす

く旋律の繰り返しと強弱記号の関係も楽譜から読

み取ることができ，曲想の変化による表現の工夫

を考えるのに適していると考える。

（5）目標

○　曲想を生かして表現を工夫する学習に意欲的

　に取り組むことができるようにする。

○　曲想の変化や歌詞の内容を感じ取りながら，

　発声や強弱を工夫して歌うことができるように

　する。

○　互いの歌声や自分たちの歌声を聴きながら，

　思いや意図をもって歌うことができるようにす

　る。

（6）学習計画

第1次　曲想を感じ取って表現の工夫を考えよう。

第2次　考えた表現の工夫を生かして歌おう。

（7）授業の実際

〈第1次：曲想を感じ取って表現の工夫を考えよ

う〉

　「Let’s　search　for　tomorrow」の範唱CDを初

めて聴き，歌詞カードに曲全体を通して感じたこ

とや，範唱でどのように歌われているか，につい

て書いていった。

図1　歌詞カードに感じたことや気づいたことを

　　書いている様子

図2　感じたことや思ったことを記入した歌詞

　　カード
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　初めて聴いた曲に対して子どもたちは次のよう

な感想をもった。

　・出だしが静か，暗い。

：謙澱捌勢ある．

　子どもたちの感想からは，音楽的な要素を言葉

で表現はしていないが，曲想をとらえる手がかり

になる感じ取り方（感受）はできていた。

　前時に感じたことは，どこからきているのか，

そして，そこは楽譜にどう書かれているのか，と

いう音楽的な要素に着目した学習を行った。

　まず，この曲を作詞・作曲した人がいること，

その人たちが，みんなにどのように歌ってほしい

と思っているかについて考えてみた。そして，作

詞・作曲者の思いは，楽譜の中に表されているの

で，楽譜の中から作詞・作曲者の意図を汲んでい

くことにした。そこで，楽譜の中に書かれている

ことを挙げていった。

・ 音符・休符

・強弱記号

・拍子記号

・ スフー

・ リピート記号

・ 歌詞

・ 速さ

・ スタッカート

　この中で，　「歌い方に直接かかわってくるもの

は？」の問いかけに対し，多くの子どもが強弱記

号を挙げた。そこで，強弱記号を手がかりに歌い

方の工夫を考えていくこととした。

　前時に「静かで暗い」と感じた出だしの部分は，

楽譜では【mp】の記号が使われていた。また，何

度も繰り返される「レッツ　サーチ　フォー

トゥモロウ」は，だんだん強く歌っていくように

強弱記号が設定されていた。しかし，範唱CDを

聴いた時にはこの変化に気づかなかった。楽譜を

見て初めて知ることができた。ではなぜ，作曲者

はこの部分にだんだん強くなっていくように強弱

記号を設定したのかを考えてみた。

’ 曲を作った人は，「レッツサーチフォートウ 1
黎という言葉をみんなに伝えたし’んだと恥

゜讐蟹膿冨蠕でもだんだんヨ虫く1

　子どもたちも，作曲者の意図を考えながら，ま

た強弱記号がだんだん強くなっていくよさを考え

ていくことができた。

　強弱記号と旋律・歌詞のかかわり合いを曲の最

後の部分で考えていくことができたので，同じよ

うに強弱記号と旋律・歌詞がかかわっているとこ

ろはないか考えていった。

〈冒頭8小節の繰り返しについて＞

P：曲の出だしだから【mp】になっているんだと思い

　　ます。じゃないと，盛り上がりが盛り上がらない

　　からです。

P：詩でも，同じ言葉が繰り返される時は，詩を作っ

　た人がその言葉を強調したいからなので，この曲

　　もこの部分をみんなに伝えたい，強調したいと

　思っているんだと思います。

P：2回繰り返されるけど，詩を読むんだったら声の

　大きさを変えるけど，この曲は【mp】だから，そ

　　んなに変化しなくてもいいのではないかな。

P：強調したい部分だからといって，すごく大きく変

　化する必要はないけど，2回目はほんの少し声を

　強くした方がいいと思います。

T：伝えたい言葉である，ということはみんな同じ思

　いですか。　（子どもたち：うなずく）では，繰り

　返される部分である，ということで，歌い方をど

　のようにすればこの部分のメッセージが伝わる

　か，ということについて，もう少し意見を聞かせ

　てください。

P：1回目は【mp】で，2回目は【mf】で少しだけ

　声を大きくすればいいと思います。

P：ここは，曲がこれから始まる，という部分だから，
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　冒頭の8小節の歌い方を強弱記号をもとに，歌

詞・旋律・強弱記号の音楽的な要素をかかわらせ

ながら考えていくことができた。

　前時で考えた歌い方を練習しながら試してみて，

その後録音をして聴いてみた。聴いた直後に，次

の2点が課題として挙げられた。

【課題①】最後の盛り上がりの声が・叫んでいる殖
愚lll：：蕪謄基徽1

　課題①について，叫び声のようになっていた声

を改善するために，声の出し方を交流していった。

「音が高い」と最初の感想で出たように，子ども

たちは高い音にやや抵抗を示していた。それから，

最後の【ff】の声をどうやったら出すことができ

るかについて考えていった。ここで，強弱記号と

実際の自分たちの歌声をどう一致させるかという

技能面に視点が変化していった。

　課題②については，これまでに考えていなかっ

た部分ではあったが，実際に歌っている時から子

どもたちが難しさを感じていた部分であった。で

は，なぜうまく歌えないのかを考えていくことに

した。

〈第2次：考えた表現の工夫を生かして歌おう〉

　自分たちの歌を聴き

るようにしていった。

考えてきた歌い方で歌え

〈転調の前までの気づき●，改善策○〉

●聴いてみて，冒頭が語った感じになっていない。

°途中の「さあ」が・呼びかけたようになってい鰻゜臨㌢頴鍬ごで本当に広がつているよう1

°鰹響搬に，なめらかにやさ嚥じで1

∵㍗煮需途犠瓢凝じ1

　いくつかの改善策が提案されたので，何度か録

音再生を繰り返し，イメージしている歌い方がで

きるようにしていった。

　次に，歌いにくかった転調のところから最後の

部分までを歌っていった。

〈転調から最後までの気づき●，改善策○〉

●最後の強弱の変化と声がうまく一致していない。

○声の出し方を考える。

○声量【ff・－piuf－f】を決める。

　声の出し方については，地声にならないように，

のどを開けた裏声に近い声（頭声的発声）で，声

がこもった感じにならないように響きのある声で

歌っていくことになった。この歌い方だと，【ff】

の声を出すことができるかどうか不安だったよう

であるが，この歌い方で最も強い声を【ff】とし

て，そこから声量を下げていき，声の強さの目安
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を決めていった。

　歌唱の仕上げをするために前時の歌い方の振り

返りをした。子どもたちから，最後の部分の強弱

の変化が前時にできていなかったという気づきが

出たので，その部分の練習を全体で行った。技能

面で響きのある声にならず，どうしてもかすれた

声になってしまう子どももいた。しかし，強弱の

変化をつけて歌おうとしており，個々の声量や発

声の違いを互いに認めて全員で思いを一つにして

仕上げていくということで，解決していった。

　最後に，　「Let’s　search　for　tomorrow」を最初

から通して歌っていった。最後の録音を聴いて子

どもたちは，　「みんなの声が前よりもまとまって

きた。」　「出だしの音程がよくなった。」　「だん

だん盛り上げていくところが，うまくなった。」

という感想をもった。

4　考察

（1襲謝鷺籍灘：1署薇人で楽譜

罰罷窯二墜∴二鴬鐸∵£

記述から検証を行う。

ドを書き加えたり，旋律の動きを線でなぞったり

している。このことから，強弱記号が変化してい

る場所が曲全体とどうかかわっているかに着目し，

強弱記号の変化の意図を考えていくことができて

いると考える。また，楽譜の中に言葉で注意書き

が記されている。このことから，強弱だけでは表

現できない言葉のイメージをどのように歌うとよ

いかについても考えていくことができたと考える。

（2）考えた工夫を歌唱表現へつなげるために

　次は自分たちの最後の仕上げの合唱を聴いた感

想と，題材を通しての振り返りから検証をする。

　下の枠内は仕上げの合唱後の子どもの感想であ

る。

；’言舌しかけて伝えるように歌ったらい嘘になりま1

撫臓さしく・すきと一嫡

1’

l欝醗雅毅くことができtc°　’l

図3　個人で考えた歌い方の工夫を書き込んだ

　　ワークシート

　ワークシートから強弱記号に○印がしてあるこ

とが分かる。そして，盛り上がりにクレッシェン

　これらの感想から，この曲の特徴の一つ，曲の

冒頭の歌い方について，歌詞と旋律・強弱記号を

かかわらせて歌い方の工夫を考えていくことで，

「話しかけるような歌い方」の技能の習得につな

がったことが考えられる。　「音程」についての記

述もあった。目標には入れていなかったが，歌を

歌っていく時に正確な音程で歌うということは，

当然必要なことである。この曲は少し難しい曲な

ので，正確な音程で歌う，ということは，個人個

人の中では常に意識していたことがうかがわれる。

また，高音域の発声の仕方についても，思いにあっ

た歌い方ができたと感じていることも分かる。

　また，次の枠内は本題材が終わってからの子ど

もの振り返りである。
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’

’ 記号の意味などを潔して「ここは゜°な工夫をす｝
P．1ということがたくさんできるよう1こなりまし1

°幣簗意味があるのかを考えることが大殖

　・強弱とそれにあわせた表現力が大切だと思います。

’

響1瀞野が深いなと思つko最後の盛り1

’ 歌詞の内容がどんなに希望をあたえるようなもので 1
曹：藩鰍うに歌わないと伝わらないとい1

鷺繍認鵬野合2つめの；
　・むやみに声を出しすぎてはいけない。

° 灘鉾調の区別をつけて・その雰囲気に合うよう1

　これらの振り返りから，題材を通して，感受し

たことの根拠を楽譜から探し，そこから表現の工

夫を考え，思いや意図をもった表現にまでしてい

くことのよさや，その過程で何が大切か，という

ことに気づいていると考える。

材を通して，どのようなカをつけたいのか，また

〔共通事項〕の中のどの音楽的な要素を柱にして

学習を展開するのかを明確にし，有効な手だてを

考え指導をしていかなければ，様々な要素に着目

させすぎて，思考を混乱させ，時間も必要以上に

かかってしまうであろう。そして，このことは意

欲の低下にもつながるであろう。

　また，今回の研究で，これまで子どもたちがど

のような音楽的要素の働きについて学んでいるか，

実際に表現活動の道具として使いこなせているか，

という実態把握をすることと，音楽科の指導内容

の系統性を明らかにし整理したカリキュラムの必

要性を感じた。
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5　おわりに

　活動後，子どもたちが新しい教材曲に出会った

とき，強弱記号，歌詞が伝えようとしていること，

曲の盛り上がりについて楽譜の中から根拠を見つ

け，それらをかかわらせて歌おうする態度が見ら

れるようになった。

　今回の研究では，感受を表現の工夫につなげ，

さらに表現活動につなげる，という指導計画をた

て実践をしていった。全5時間のうち，3時間を

歌唱表現の工夫を考える時間に使い，残り2時間

を表現活動に使っていった。子どもたちの教材曲

に対する興味・関心及び，意欲の継続という情意

面からいくと，1教材曲で5時間費やすというこ

とは，児童の意欲面からいうと今回の指導計画で

かろうじて保てたように感じる。このことは，題
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